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家計収支に関する結果 

１ 総世帯 

（１）総世帯の支出 

宮城県の１世帯当たりの消費支出は 243,617円で，前回(※)と比べ，4.1％の減少 

  ※前回とは「平成 26年(2014年) 全国消費実態調査」を指します（以下同様）。 

 ・総世帯の 1世帯当たり 2019年 10・11月の１か月平均（以下「消費支出」という。）は，243,617

円で，前回の 254,112円と比べると，4.1％減少した。 

 ・消費支出は全国を上回っている。 

 ・消費支出に占める費目割合をみると，「食料（外食を除く）」（22.7％），「交通・通信」（15.3％），

「その他の消費支出（交際費を除く）」（12.3％）が高くなっている。 

 ・費目別割合を前回と比べると，「食料（外食を除く）」，「住居」等が上昇しており，一方で「被服

及び履物」，「交通・通信」，「その他の消費支出（交際費を除く）」などが低下している。 

 

図１－１ 費目別消費支出の割合（総世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 費目別消費支出（総世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注 世帯主の平均年齢及び平均世帯人員の増減率に記載の( )内は，前回との差 
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 （２）勤労者世帯及び無職世帯の収入と支出 

 ・総世帯のうち勤労者世帯の１世帯当たり１か月平均実収入は 435,875円，可処分所得は 364,428

円，消費支出は 250,386円となっており，可処分所得に占める消費支出の割合は，68.7％となっ

ている。 

 ・総世帯のうち無職世帯の１世帯当たり１か月平均実収入は 270,404円，可処分所得は 238,623円,

消費支出は 215,416円となっており，可処分所得に占める消費支出の割合は，90.3％となってい

る。 

 ・勤労者と無職世帯の実収入を比べると，無職世帯の実収入（270,404円）は勤労者世帯の実収入

（435,875円）の約６割，無職世帯の消費支出（215,416円）は，勤労者世帯の消費支出（250,386

円）の約８割５分となっている。 

 

図１－２ 勤労者世帯の実収入及び消費支出（総世帯） 

（世帯主の平均年齢：46.9歳，平均世帯人員：2.47人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３ 無職世帯の実収入及び消費支出（総世帯） 

（世帯主の平均年齢：73.3歳，平均世帯人員：2.17人） 
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２ 二人以上の世帯 

（１）二人以上の世帯の支出 

宮城県の１世帯当たりの消費支出は 279,345円で，前回と比べ，4.5％の減少 

   

 ・二人以上の世帯の消費支出は 1世帯当たり 279,345円で，前回の 292,407円と比べると，4.5％

減少した。 

 ・消費支出は全国を上回っている。 

 ・消費支出に占める費目割合をみると，総世帯と同様，「食料（外食を除く）」（24.0％），「交通・

通信」（15.7％），「その他の消費支出（交際費を除く）」（12.1％）が高くなっている。 

 ・費目別割合を前回と比べると，「食料（外食を除く）」，「住居」等が上昇しており，一方で「交通・

通信」，「その他の消費支出（交際費を除く）」などが低下している。 

 

図２－１ 費目別消費支出の割合（二人以上の世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 費目別消費支出（二人以上の世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    注 世帯主の平均年齢及び平均世帯人員の増減率に記載の( )内は，前回との差 
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 （２）勤労者世帯及び無職世帯の収入と支出 

 ・二人以上の世帯のうち勤労者世帯の１世帯当たり１か月平均実収入は 493,858円，可処分所得は

412,822円，消費支出は 284,415円となっており，可処分所得に占める消費支出の割合は，68.9％

となっている。 

 ・二人以上の世帯のうち，無職世帯の１世帯当たり１か月平均実収入は 323,473円，可処分所得は

282,088円，消費支出は 259,639円となっており，可処分所得に占める消費支出の割合は，92.0％

となっている。 

 ・勤労者と無職世帯の実収入を比べると，無職世帯の実収入（323,473円）は勤労者世帯の実収入

（493,858円）の約６割５分，無職世帯の消費支出（259,639円）は，勤労者世帯の消費支出（284,415

円）の約９割で，総世帯と同様の傾向となっている。 

 

図２－２ 勤労者世帯の実収入及び消費支出（二人以上の世帯） 

（世帯主の平均年齢：49.3歳，平均世帯人員：3.16人） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－３ 無職世帯の実収入及び消費支出（二人以上の世帯） 

 （世帯主の平均年齢：73.8 歳，平均世帯人員：2.83 人） 
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